20140914
イエス様の罪名（ヨハネ19:10-16）
　ジョン・カルバンという宗教改革者の一人がこのようなことを言いました。人のことを正しく理解しないと、神様のことも正しく知り、信じることができません。神様のことを正しく知らないと、人のことも正しく理解することができません。それほど、人のことを正しく理解するということは、人生の成功の鍵になるものです。カルバンの言うことに留まらないで、人のことを本質的に正しく知らないと、この世のことも正しく理解し見ることができないし、また、人生の理解も間違ってしまうし、自分の人生も正しく理解することができません。結局、人生は失敗に終わるようになります。そういう意味で、人をどのように理解しているのかということが非常に大切なテーマになります。人の本性、人の本質が一番、リアルに現れるところがどこでしょうか。いつなのでしょうか。
　それは、キリストとしてこの世に来られましたイエス様の前に立たされたときに、人間の本性、本質が一番明らかにされるものです。特に、今日の聖書の箇所の場面を通して、私たちはこのことをうかがえるようになります。イエス様が罪のない方なのに逮捕され、ピラトに引き渡されることになりました。当時のローマ総督でありましたので、イスラエルの人、パリサイ人、祭司長など、皆が意見を合わせて、このイエスと言う人を死刑にすべきだと訴えました。それで、裁判に預けられるようになりました。その裁判の様子が18、19章に渡って書かれています。その裁判の様子をよく見てみると、後ほど、皆さんも聖書を読んでみてください。ピラトと言う人が、イスラエルの民が訴える内容を持って、死刑に当たる罪があるのだろうと取り調べるようになります。その取調べが何回も、何回も繰り返して行われるようになりました。それにもかかわらず、ピラトは良い人ではないのに、良心的に、また法律を扱う裁判の立場に立っている者として、この人には死刑に当たる罪がどこにも見当たらない。また、本当は罪などまったく見つけることができないということで、訴えている民に向かって言いました。「この人には罪が見当たらない。なぜ、この人を死刑にしなさいと訴えているのか」と説明しました。しかし、それがまったく通じません。どういうわけなのかイエスを訴えていたイスラエルの民は、そのような裁判官のお話などにはまったく構わないで、大きな声で叫びながら「違います。このイエスは殺さないといけません。この人は十字架の刑にしなければいけません」と叫び続けました。それで、ピラトはまた戻ってきてイエスに聞きます。「いったいどういう罪なのか。どんな大きな間違いを犯したのか」。イエス様は黙って、何も返事などしていませんでした。すると、ピラトは「なぜ何も言わないのか。何か弁明しなさい。私にはあなたを触法する権限があるのだよ。それを知らないのか。あなたを十字架に引き渡す権限も私にはある」と言いました。イエス様はその時に言いました。「もし、神様が与えられた権威でなければ、あなたに私を裁判してこうする、ああするなどという権限は一切、ありません。それは神様があなたに許されて与えられたものだから、今このようにできているだけです」というお話をしました。すると、ピラトは、どうしても罪によって裁くような対象ではないので、また外に出て彼らに言いました。「ユダヤ人の王と言われているあなたがたの王がここにいる」すると、民は「王じゃありません。王じゃありません。この人は十字架につけなければなりません」と大きな声で叫びました。ピラトは困りました。罪のない人間を裁いてしまう、それは冤罪のようになるでしょう。あとのことが心配になりました。それで最後まで、とにかくイエス様を無罪にしようと頑張りました。それにもかかわらず、最終的にはイスラエルの人々が彼らの本音ではありませんが、彼らはユダヤ人の王と言っているのです。しかし、王はカイザル一人しかいません。ローマの皇帝のことです。ですから、ここであなたがこの人を裁かないと、そのローマの皇帝に対して敵対することなので、あとで大変なことになるとまで訴えました。それはイスラエルの民の本音ではありません。とにかく、何をどうしてもイエスを殺さないといけないということで必死なので、それを聞いたピラトが最終的、仕方がなくカイザル王を取り上げてしまったのでしぶしぶイエス・キリストを十字架の刑に引き渡すことになりました。これがイエス様が死刑を宣告された理由です。十字架の刑に預かるようになった権威です。まったくイエス様にはそうなる罪などは本当はなにもありません。それが法廷的に考えたときにも、法律に基づいて考えたときにも見当たりません。しかし、そのような法律などがまったく通じないような状況でした。
それで最終的にイエス様に課せられた罪名が何かと言いますと、彼がイスラエルの王、ユダヤ人の王と言っていること、それを彼らの言葉を変えるとキリストだと自分で言っていることです。ピラトは、それはあなたがたの宗教上の問題なので、あなたがたが拒否しなさい。私たちには十字架の刑を与えるような法律がありません。この人はただの死ではすみません。この人は十字架の刑でなければいけません。十字架の刑というものは、最高な凶悪な犯罪を犯した人に課せられる権威です。それをユダヤの民たちは望んでいました。そして、最終的に、あとで出ますが、イエス様が十字架にかけられたときに、その上に罪名が釘付けられるようになります。ユダヤ人の王と言う罪名です。つまり、キリストというのが罪名です。なぜそれがそれほど彼らは優勢な罪だったでしょうか。本当にそれが罪なのでしょうか。イエス様がご自分のことをユダヤの王でありキリストだ。神の御子ですと言っていました。そのことで神聖冒とく罪ということで、今、殺されるようになりました。ローマの人、法律から見たときには何の過ちもないのに、なぜそのような罪でしょうか。ピラトがまた努力をしました。何かの祭りごとになったときに、犯罪者を一人、釈放するイベントみたいなものがありました。それで、殺人強盗罪で収監されていたバラバという人間がいました。この殺人強盗罪で刑務所に入っているバラバと比較したときに、それよりは軽いと思って、「バラバの方が死刑でしょう」という返事があると、ピラトは思っていました。それで「一人釈放する時期なのですが、バラバを予定していたのですが、その代わりにイエスを釈放しようではないか」とそこまでピラトは努力しました。でも、民たちは「いや、イエスは殺人強盗罪のバラバより悪い人間だ。だから、バラバを釈放しなさい」と訴えました。結局は、その努力も通じませんでした。つまり、ご自分でキリストでありユダヤ人の王だと言っていることは、殺人強盗罪より重い罪なのです。彼らにとって許せない罪なのです。

そういうことで結局、十字架の刑が宣告されるようになりました。でも、これはイエス様が嘘をついているわけでもないし、皆さんご存知のように事実です。イエス様はこの世にお生まれになったときから、人間では考えられない処女マリヤから聖霊の力によって生まれるようになりました。その証人たちが肉のお父さんとお母さんであったヨセフとマリヤではないでしょうか。彼らは夫婦関係を待ったことがないのに、マリヤは妊娠しました。その後、様々なことがあり、聖書に書いてあることだけでもイエス様のお話、イエス様がなさった様々な奇跡としるし、死んだラザロを生き返らせ、また中風の患者をいやされたり、生まれつき目の見えないものの目を見えるようにいやしたり、海の上を歩いたりなどをして、誰が見てもイエス様がおっしゃっているとおりに神様から遣わされたメシヤ、キリスト、ユダヤ人の王として来られると言われていたので、そのユダヤ人の王であるということは疑う余地のないようになっています。それを今まで見せて、みな見たにもかかわらず、彼らはイエス様がユダヤ人の王でありキリスですということに対して、殺人強盗罪より重い罪を科したのです。なぜなのでしょうか。それは全部わかるように明らかに示して見せたにもかかわらず、それを目の前にしている人々がそれを見る目を持っていなかったということでしょう。イエス様のほうにどこも欠けている部分はありません。誰が見てもこの方こそ約束された救い主キリスト、ユダヤ人の王として来られると約束していました。その方なのだと疑う余地のないことを実は33年間ですが、主に3年間にわたって、聖書を見るとその他にもたくさんのことがありましたが、ピックアップしてこれだけを聖書に記しました。これを見ると、誰が見ても「なるほど、イエス様はご本人がおっしゃる通りにキリストなのだな」と分かるようなことを全部、なさいました。それにもかかわらず彼らはイエス様を神聖冒とく罪として訴えました。理由は何でしょうか。イエス様に落ち度がなければ、イエス様のおっしゃることも本当であれば、問題はイエス様を目の前にしているにもかかわらず、彼らの目が暗くなって盲目であり見る目を持っていないということです。これが一番の問題です。これが一番恐ろしいことです。よく考えてみてください。なぜ、目の前に子どもでも幼稚園生でも見れば分かるようなことをお話して、すべて見せられたにもかかわらず、なぜ見えないのでしょうか。

聖書にはそのことをこのように言っています。人は生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、自分の罪過と罪との中に死んでいたものであって。どうにもならない罪のよって、本当に見るべきものが見えない、特に神様のことが救い主のことが見えません。見せてあげても見えないほどになりました。だから、イエス様が目の前にいらっしゃるにもかかわらずイエス様のことが分からないということは小さいことではありません。彼らは今、根っこから腐っていて盲目の状態であり、なぜ盲目なのかというと絶対に許されない罪を抱えているという裏返しなのです。その罪を抱えているがゆえに、罪を持っている者には100％、200％、目に見えない悪魔、サタンというものがその人の人生を捕えているので、その魂はもう死んでいる状態です。真理が見えません。ここに木があり、あそこに海があるということは見える。いじめる人間がいて、私の親はこんなに悪い、良いというのは見えるかもしれませんが、本当のことが見えないのです。小さいことではありません。イエス様のことが正しく見えてこないということが、自分が罪人だという裏返しであり、今、残念ながら悪魔、サタンというものに魂が捕らわれているという結果です。だから、それほど見せたにもかかわらず、イエス様のことがキリストとして見えてこない、理解できない、中々、信じられないというのはよくよく考えなければなりません。それで彼らは神聖冒とくに見えてきて、殺人強盗罪より重い罪に見えてきたのです。それでイエス様が十字架の死刑を宣告されました。ということは、まずこのような現れです。
人間の恐ろしさ、神様を離れている人の恐ろしさ、正確に申し上げると、その人が抱えている罪の恐ろしさの現れです。どれほど人の罪が恐ろしいものなのかというと、神様の御子、キリストを十字架で殺すほど恐ろしいものです。それが人間であり、人間の本性、本質です。私たちはつい二千年前にこの場にいなかったので「なんでこんなひどいことをするのか。私がそこにいたら、そうしなかっただろうに」と皆、思うのでしょうが、聖書が言っているのは神様から選ばれたイスラエルの民が目の前にユダヤ人の王として来られると約束されたイエスがいるにもかかわらずこうしたのであれば、そのときにユダヤ人でなかった私たちは言うまでもないという話をしているのです。何回も何回も、たぶん死ぬ時まで同じ話を繰り返して皆さんにお話しするでしょうが、世の中ではヒューマニズムが理論です。人間の理解です。しかし、聖書は正反対です。芸術をやるにしても音楽をやるにしても科学をやるにしても教育をやるにしても政治をやるにしても、人間が本質的にどのような存在かが理解できていないと、正しいことはできないのではないでしょうか。正しい作品はそこから生まれません。人は、皆が考えているような、世の中で訴えて教育しているような存在ではありません。神に御子キリストを最高の凶悪な犯罪者が受ける刑、十字架の刑に引き渡すものです。それが十字架の死刑の宣告から現れるものです。つまり、イエス様には元々、罪がありません。だから、イエス様の罪名はユダヤ人の王、最後には「自称」を付けました。自称、ユダヤ人の王キリストと言っているのが罪なのだと。でも、今、私たちが調べてみると、それは罪ではないでしょう。嘘でもないし、それを見抜くことができない人間の方が問題です。それは罪です。なので、イエス様の本当の罪名は何かというと、神の御子キリストでさえ見ることができないまま、そのキリストを十字架で殺すほどの人間の恐ろしさが罪名です。ちょっと長いでしょうか。それがどれほど恐ろしいのか。バラバという殺人強盗罪より重いひどい罪だと訴えたでしょう。裏返しますと、人間の罪、恐ろしさが何かというと、バラバのような法律的、世的に最高の罪、最高にひどい人間と言われる殺人強盗より、ひどい存在です。誰がでしょうか。人間が、人が。人のやっていることや外見などのいろいろなことを見て、私たちはついついごまかされたりすることがありますが、目を覚まして神様のみことばを聞いてください。十字架を見上げてください。そこに書いてあります。この十字架の罪名、イエス様の罪名はイエス様の罪ではなくて、あなたが神から離れている、自分の意志とは関係なく罪を抱えている、あなたがどれほど恐ろしいものかが罪名です。殺人強盗罪より恐ろしい罪人なのです。それが罪名です。イエス様には罪はありません。それが裁判の流れを通して、照明された内容です。
それで今日のメッセージのタイトルを「イエス様の本当の罪名」とつけました。覚えていてください。そこから皆さんの罪が見えてこないといけません。しかも、その罪が、皆さんが何か悪いことをしたという行いの問題ではなく、本質的に本性のことの表れてとして正しく受け止めないといけません。そこから、新しい人生が始まるようになります。そこから、私たちにある今まで洗脳されインプットされている様々な嘘が暴かれて砕かれる作業が始まるようになります。私たちは日曜日の1日1時間ぐらい、この話を聞きますと、その1時間もよく聞かないのですがその後の1週間で何時間でしょうか。そのすべてはヒューマニズムの話を聞きながら生きていく者なのです。神様のよっぽどの恵みでないと維持できないでしょう。神の恵みをほめたたえます。ここがクリアしない限りは。サタンは今も誘い込む霊を通して、ここがはっきりと見えてこないように、イエス様の十字架を見ながらもこれが見えてこないように今も困難させる作業をしています。いろいろな内容を取り上げて、またいろいろな口実を取り上げてそうしています。それで聖書に書かれている神のみことばを軽く見ないでください。だから、聖書には、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができないとあります。本当にそう信じますか。すべての人です。イスラエルの人がこれくらいであれば、言うまでもなく全人類はこの罪にかかっているものです。どんな罪でしょうか。バラバの殺人強盗の罪よりひどい罪。メシヤを殺すほどの本性を持っている根っこから希望のない存在である。義人はいない。ひとりもいない。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる。これにピンと来るときがあったでしょうか。そうしないと、いまだいやしの祝福は中々、体験できていないでしょう。残念ながら、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものであると、私たちの人間の本質のことを言っています。その本性を持って科学に走り、芸術に走り、また、芸能、音楽、政治、教育に走っているのが世の中です。医学でも同じです。と同時に十字架の死刑の宣告は、イエス様がおっしゃいました。神様がそれを許されない限りは、神様が与えられた権限がなければ、というのは神様がそうされた、許されたということでしょう。なので、本当に人間の理解力では理解に苦しむような内容ですが、不思議なことに十字架の宣告は人間の想像をはるかに超えた罪の恐ろしさの現れであると同時に、その人間を救い出して助ける神様の無条件の愛の現れです。それは人間の理性の理解には当てはまりません。それを恵みと言います。なぜそのようなことがあり得るのでしょうか。世の中にはそのようなことはありません。ありえません。神様にしかできないことです。だから、理解できないけれども信じられる神様の恵みです。十字架の死刑の宣告は、神様の無条件の愛、恵みの現れです。そうなるように神様が許されたからそうなったのです。神様の意志でもあるのです。それでなければ私たちは助かる道、希望はどこにもないので、どんなに善良な人、頑張る人でも助かる希望はありません。皆、本性、本質的には同じなのです。繰り返して、繰り返して、申し上げますが、人につまずいたり、人と比較したりというところから、どんどん抜け出してください。それは人のことを本質的に理解していないからではないでしょうか。
聖書は全部がそのような話であり、それをピックアップするとこう言っています。神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく。と言いますのは、それがなければ、全員滅びるということでしょう。永遠のいのちを持つためであると。ローマ5:8にも、私たちがまだ罪人であったときに、イエス・キリストが十字架にかけられることによって、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかに示しておられるとあります。それが十字架の死刑の宣告に秘められているメッセージです。Ⅰヨハネ4:9-10を見ると、私たちが神様を先に愛したのではない。神様が一方的に私たちのことを先に愛されたと言っています。旧約の聖書にも、イザヤ53:6を見ると、私たちはみな罪人でおのおの、自分かってな道を歩いて滅びるしかなかったのに、神様はその私たちのすべて咎、罪を彼にイエスに負わせたとおっしゃっています。それが神様の愛です。人間というものは、このように恐ろしい罪を抱えてキリストを十字架で殺すほどの罪人です。何を基準にして人を理解するのでしょうか。一番、リアルに理解できるのは、イエスの十字架の前に立たされることです。そこが人間の理解の原点であり、すべてです。そうでないと、残念ながら、今回もキャンプを通していろいろな教会を訪問しましたが、教会でさえ教会としてのすべてを失うようになります。いろいろな立派な、らしい話などに染まって流されるようになります。らしい話が世の中にはいっぱいあります。人間の理解が、十字架の前でしっかりできていないと目がいろいろなところに散ってしまいます。神経が一つのところに絞られないで、いろいろなところに散ってしまうようになるでしょう。そこには力もないし、勝利の答えも期待できません。十字架の死刑の宣告は無条件の理解をはるかに超えた愛の現れです。
このようなメッセージのまとめになると思います。人間の本性の恐ろしさが正しく理解できたときに、それを心から認めたときに、神様の恵み、愛に視線が固定されるようになります。そうでないと、神の愛のほかにもいろいろなところに目が行ってしまいます。目が他のところに行く余裕など、私たちにはありません。それで、神殿に昇って隅っこでお祈りをささげていた取税人の告白のような告白をせざるをえないでしょう。その取税人は人の目を避けて一言だけ「神様、この罪人をあわれんでください」と言います。その前に、パリサイ人は言葉が多いのです。この人たちのように悪いことをしないで、こうしないで、だから、こういうこと、ああいうことなどがいっぱいあります。なぜでしょうか。人間が何かまだ分かっていないのです。そんなに言いたいことがたくさんあるのでしょうか。すべての口を閉じて一言だけ。「神様。この罪人は、キリストがキリストだと知らないで、知らないというのは無知ではありません。必ず、イエスがだれかを知らないと、イエスを十字架で殺すようになります。それが人間です。何が文句言えるようなものがあるのでしょうか。神様の憐れみ、神の無条件の愛、神様の恵みの他には私は希望がありません。私は行くところがありません。私は避けるところがありません。憐れんでください。イエス様が自分のために死なれたということを信じます。イエス様、信じます。それ以外はすべ手を全部下して固定されるようになるでしょう。そこしか希望がありません。親がよかった、悪かった。自分に才能があった、なかった。自分の生まれ、育ちの環境が恵まれた、そうでなかったとか、いろいろなことがあるのでしょうが、そんな文句を言うような余裕はありません。表現が皆さんの理解のために少し過激な表現をしますが、特に日本では表現を過激にするのは耳を塞いでしまうとわかっていながらついつい出ますが、聖書にはそのような余裕や余地などが全部崩れるように、あなたがたは根っこから腐っているものだとおっしゃっています。それがよい悪いという、気持ち、受け入れがたいというレベルの話ではありません。だからこそ、イエス様が十字架につけられました。何かアイロニーみたいに見えるのですが、十字架は二つのメッセージを発しています。人の罪が、人という存在が、本性そのものがどれほど恐ろしいのか。絶対に許されないものです。だから、罪のないキリストが、神の無条件の愛を実現し全うするために、十字架の宣告を神様が許されました。そのような内容が同時に十字架という裁判の内容もそうですし、その罪名の中に入っています。皆さんにそのような気持ちを回復し、またそれがなかった方々は教会に通って宗教的な意味ではなく、十字架と神の前でそのような告白ができる皆さんであっていただきたいと思います。どちらが上か下かということは一切関係ありません。皆、同じです。神様の無条件の愛がなければ希望がないものには等しいのです。
結論を申し上げましょう。これがメッセージであれば、イエス様の本当の罪名が何か分かったとすれば。これから自分自身をはじめ、皆さんが知っている人々、目に入る人々のことの中でいろいろな受け入れがたい内容、弱さなどをもって、それに捕らわれないようにしてください。今そのようなものに引っかかって捕らわれて傷を負っていたり、憎しみをそのまま抱えていたり、いろいろな感情的なものがありますが、人のことを本性の面で正しく理解したのであれば、自分自身をはじめ、人の弱さや受け入れがたい様々な内容、形、様子などに捕らわれないで、そのすべてを人間の本性を正しく見るための材料として扱ってください。今日からぜひそうしてください。そうでないと、昔は教会で逆に理解していていました。「皆さん。イエス様を信じて祝福されるためには、今まで皆さんが犯してきた罪をことごとく全部思い出して全部悔い改めないといけない」と。全部を思い出すこともできません。キリストの十字架にあって終わってしまったものを全部思い出して、また罪のよって苦しまなければいけないのです。だから、ひとつひとつに捕らわれるということはあまり良くないことです。でも、それを忘れてもいけません。そのすべての内容を一点に絞ってください。なるほど、人間の本性を見る材料なのだ。人間が本質的にそういうものだから、こういうこともああいうこともあったのだね。そのような材料として扱う以外は、全部捨ててください。
それから、そういうことによってこうなるでしょう。自分をはじめ、人々の弱さと受け入れがたい様々なことをもって、だからこそキリスト、神様の無条件の愛、恵みなどに絞られて、それに向けられる材料にしてください。それだけに希望を見るきっかけにしてください。それに皆さんが縛り付けられるようになれば最高です。キリストと神様の無条件の愛と恵みによって。パウロは言いました。私は神のみことばに縛られて生きているのだと。縛られるというのは、身動きが取れないという意味ではありません。それに私がもう固定されていて、他は何も問題ないし、それは私から一歩も離れることはない。みことばというのはキリストと神の愛のことです。その材料にしてください。どんどん皆さんの頭の中で感情、心の中で渦巻いていた様々なものが、霧がすっきりと晴れたかのように全部無くなり、一つだけが残ります。目的はそれしかありません。キリスト、神様の無条件の愛しか希望はない。それに釘づけられるように釘を刺してください。その材料にしてください。別の言葉で言うとこうなります。イエス様を信じる信仰の絶対的な理由として扱ってください。ただ信じるのではなく、イエス様を信じなければいけない信仰の絶対的な理由として扱ってください。何をでしょうか。皆さんをはじめ、皆さんが見ている人々の悪さ弱さなどをそのように扱うようにしてください。それに捕らわれて、引っかかって倒れるようなものにしないでください。これが一つです。
それから、もう一つは、もし皆さんがイエス様のこと、キリストを救い主として信じ心に受け入れた方であれば、そのことによって皆さんはいのちの祝福のものだという確信を持ってください。皆さんが祝福されていのちあるものだということに対して、これっぽっちも疑わないようにしてください。なぜでしょうか。この十字架を通して、元々、人間というものはイエス様が目の前にいて奇跡を現し、イエス様がキリスト、救い主だと全部見せても信じることができないものです。分かったでしょう。それなのに皆さんがそれを信じられたというのは、皆さんの人間的な部分がどうなのかは一切、関係ありません。それは神様の恵みです。皆さんの内側にもうすでに聖霊様が働いていて、神様が皆さんを愛し、皆さんが選ばれているという裏返しです。そうでなければ、頭がいいから、奇跡を見たから信じるということはありません。私たちは皆、力、意見を一緒にして、イエス様を十字架につける本性しか持っていない者です。それなのに奇跡的にイエスがキリストだと信じるようになったというのは、もうすでに皆さんは神に愛されているものだし、聖霊が皆さんを捕えているのです。だから、いろいろなことがあっても確信を失わないで、疑わないでください。私はすべての問題は終わった。滅びる人生は終わった。私は神の祝福の子どもだ。神が今も後も永遠にともにおられて、私のことを守って導いておられる。天国に行くというのはもちろんであって。それらに対して疑わないでください。皆さんが祝福されたということを疑わないでください。皆さんが救われたということを疑わないでください。なぜでしょうか。理由、条件は一つしかありません。イエス様のことをキリスト、救い主だと聞いたのですが、それが心からアーメンになったというのは、本当はありえません。それを聞くと本当はどうなるでしょう。「バラバの方がいい。イエスは十字架に」となります。イエス様がキリスト、救い主ですと聞くと、本来、皆さんは「それは聞きたくない。それを言っているあの人を殺すべきではないか」とそれで本当に殺されたクリスチャンも多いです。それが本当の人間です。皆さんがスムーズに信じたのか、どのように信じられたのかよく分かりませんが、だからといって皆さんは信じられる存在であるという考え方は間違いです。すべての人は罪を犯したので。それなのに信じられたというのは奇跡中の奇跡なので、信仰を大事に、大事にしてください。私は変わった。私は神の子どもだ。神の愛から切り離すものは世に存在しない。
最後に、そうならば残りの生涯、人間のことが本当に分かったのであれば本当の意味で人を愛する人生を生きることを決心してください。今回も、皆さんの祈りと応援に支えられて四国のキャンプに行ってまいりました。神様のいろいろな導きとみわざがありましたが、全部を細かく報告することはできませんが、一つ、私たちの団体の牧師のお父さまの牧師様がやっていらっしゃる家の教会に訪問するチームが決まってそこに私も加わりました。「どうすればいいでしょうか」と聞いたときに、息子が牧師で福音派と言われているところなので、申し訳ありませんが日本でだいたい福音派と呼ばれているところは違うと思います。だいぶ伝道の面では堅苦しい雰囲気のところなので質問したのですが、息子の牧師が「クリスチャン同士ですから、教会同士の交わりということで礼拝を少しでもささげる感じにすればよいのではないか。そこで誰かが祈りをして、先生がメッセージをしてください」という話でした。牧師のお父さまの牧師にメッセージをするなんてできるかと思いましたが、形はそのようにしてということだったので、本当に自分なりには気を使いつつこう言いました。メッセージをする立場でもないし、牧会者の大先輩の前で、しかし、こういう機会なので自分で感謝していることに対しての報告をしますということで、救われたことの感謝をはじめ、だんだんと人のことが何なのかを聖書や様々なことを通して理解が深められることによってキリストの他には本当に希望がないということが明らかにされ、その結果、人を本当に愛することが何か分かるようになったことを感謝しています。そして、自分で選んだこの道、自分が今やっていることがその人を本当に意味で愛する最前線に立たされていることだと気づいたことで感謝でいっぱいな今日この頃ということでメッセージを終えました。どのように伝わったか分かりませんが、私が言い方はそうであっても言いたいことがあったのです。福音派の教会では、日本は今、豊かになっているから、皆が福音を求めていない、伝道は無理だという考え方に固まっています。本当にそうでしょうか。今、目の前ですぐに大きな実が結ばれるかどうかの問題ではなく、人間のことが本当に理解できた。それがクリスチャンです。そうならば人を愛するとは何でしょうか。キリストを伝えることです。そのことのために必要に応じて譲ったり、胸に抱いたり、穀物を提供したり、そのとき、そのときに合わせて導きというものがあるでしょう。もちろん、それもありです。でも、人の本性が十字架を通して本当に分かったのならば、これからの残りの生涯は人を本当の意味で愛する人生を生きることを決心してください。それが神様の望みであり、今日のメッセージのポイントでもあります。皆さんはもうすでに神に愛されています。今も愛されている尊い神様の子ども、クリスチャンです。十字架の前で人間の理解と自分自身を見つめ、そして、神の計り知れない無条件の愛と恵みなどに、もうこれ以上、動かないように、そこに固定され引っ張られる祝福を心からお祈りいたします。
(祈り)

恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日もみことばを通して、特にイエス様の十字架の死刑の宣告の前で人間の本性の理解と神様の無条件の愛を教えられありがとうございます。それをもう一度自分自身に照らして、見つめ直し、残りの生涯を考えて方向を決めて設計することができるようにみことばをもってひとりひとりを祝福してください。どうにもならない殺人強盗罪よりひどい許せない罪を持っている私たちのために十字架で身代わりとして死なれました。今も生きておられるイエス・キリストの御名を心からほめたたえます。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
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